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愛媛県四国中央市妻鳥町に定着したメヒルギ 
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種の記録 

Rhizophoraceae ヒルギ科 

Kandelia obovata Sheue, H.Y.Liu and J.W.H.Yong, 

2003 メヒルギ（写真 1） 

確認記録 確認年月日：2025 年 7 月 27 日．確認地

点：愛媛県四国中央市妻鳥町（34.000203N，133.558 

569E）． 

種の特徴 

観察個体は，他のマングローブ植物と比べて根が板

根であること，葉は楕円型で先端は丸いこと，果実は

卵形で宿存萼が内側へ反り返り，耐性種子は細くて

滑らかであることなどの特徴（NPO 法人おきなわ環境

クラブ，2003；Sheue et al.，2003）がメヒルギと一致して

いるため，本種と同定した． 

備考 

本種は日本では九州南部から沖縄諸島にかけて自

生し，鹿児島県が自然分布の北限である（鹿児島市，

2025；中須賀ほか，1974）．一方で，植栽によって熊

本県天草や静岡県南伊豆町にも定着しており，南伊

豆町青野川河口（北緯 34度 38 分）が，その最北限と

なる（末松・水戸，2004）．本州西部および瀬戸内海

沿岸では，これまで本種の生育や繁殖は報告されて

いない．今回，生育の最北限に近い愛媛県四国中央

市妻鳥町（北緯 34 度 0 分）で確認された株は，樹高

2.35m，樹径 0.63mの１株で，花弁や耐性種子を形成

しており（写真 1c，d），樹齢が進んでいるものと推察さ

れる．また，周囲約 15.44m2には丈が 0.3m～1m程度

の実生株（写真 1b）が 13本生育していた．こうしたこと

から，本種は確認地点で繁殖していると考えられ，将

来的には群落を形成する可能性がある． 
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写真１ Kandelia obovata メヒルギ a．樹形全体（満潮時），b．実生株，c，胎生種子，d．花弁

（愛媛県四国中央市妻鳥町，2025 年 7 月 30 日，後藤益滋撮影） 
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